
§1．⽝学習評価課題例集⽞について
񀀲񀀰񀀲񀀲年 񀀴月から，学習指導要領だけでなく学習評
価も変化している。また，񀀲񀀰񀀲񀀲年から始まった学習
指導要領では，観点別学習状況の評価が⽛知識・技
能⽜，⽛思考・判断・表現⽜，⽛主体的に学習に取り組
む態度⽜の 񀀳観点に整理された。特に，⽛主体的に学
習に取り組む態度⽜については，その評価方法につ
いて悩む先生もいることだろう。
⽝ルーブリック付き 学習評価の充実のための実践
課題例集⽞񀀨以下，⽝学習評価課題例集⽞񀀩では，これ
らの観点別学習状況の評価に活用するための課題例
とルーブリック評価例をそれぞれセットにして掲載
し，その活用例を具体的に示している。また，⽛主体
的に学習に取り組む態度⽜についても，生徒にさま
ざまな課題を与え，レポートやプレゼンテーション
の内容を評価材料とすることができるような内容に
なっている。
数学Ⅰでは，񀀱񀀱の課題例とそれに対応した評価例
が掲載されており，数学񀁁では， 񀀷つの課題例とそ
れに対応した評価例が掲載されている。
各課題は，次の①から③で構成されている。
①目標，その課題で活用したい知識・技能
②問題
③振り返り

まず，①では生徒が課題を通して何を考察するの
か，何ができるのかなどを示し，その前提となる生
徒の知識・技能を記している。そして，②の⽛問題⽜
は⽛考えてみよう⽜，⽛説明してみよう⽜のように，
生徒自身の言葉で記述する問題が含まれるなど，単
に正誤を判断する問題だけではないため，ルーブリ
ックを用いて質的な評価を行うことを想定している。
さらに，③の⽛振り返り⽜では，課題で学んだ内容

を振り返り，生徒自身の言葉で記述させることで，
課題に取り組む中で得られた知見を深めたり，その
後の学習改善につなげたりすることを狙いとしてい
る。そして，ルーブリックを用いて⽛主体的に学習
に取り組む態度⽜の評価が行えるよう構成している。
それぞれの課題において，すべての⽛問題⽜と⽛振

り返り⽜に対しルーブリック評価例と記述例 񀀨解答
例񀀩が用意されており，各ルーブリックは񀁁・񀁂・񀁃

の三段階で構成されている。また，⽛知識・技能⽜，
⽛思考・判断・表現⽜，⽛主体的に学習に取り組む態
度⽜のうち，何を評価するために用いるものである
のかが示されている。特に，⽛振り返り⽜のルーブリ
ックは，⽛主体的に学習に取り組む態度⽜の評価に活
用できるようになっている。
こうした評価を行うためにも，どのような知識・

技能を活用して問題解決を行うのかを明確にした上
で，数学的活動の授業を行うことが求められるだろ
う。ただし，授業実践の内容については各学校の実
態に即して行われるべきである。例えば，⽛問題⽜や
⽛振り返り⽜の難易度が生徒の実態に適していない
ケースも考えられる。そうした場合でも，課題やル
ーブリックはダウンロードデータが用意されている
ため，必要に応じて内容を書き換え，適切にアレン
ジすることが可能である。
また，ルーブリックの記述だけでなく，場合によ

っては評価尺度を 񀁓・񀁁・񀁂・񀁃とした方が適切な場
合もありえる。そうした場合でも，冒頭の解説の中
で，⽛ルーブリックの作り方⽜が示されているため，
それを参考に，必要に応じて適切にアレンジするこ
とも可能である。
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§2．課題を活用した授業実践
数学Ⅰの課題例である⽛平方根を通して考える関

数の性質⽜をもとに授業実践における活用法を示す。
この課題の目標は⽛𮛐 どうしの和についての課題
を通して，関数のもつ性質を考察する⽜であり，こ
の課題で活用したい知識・技能は⽛展開，平方根の
定義，関数の記号 𰁦 񀀨𾍸񀀩⽜である。
この課題は，まず，⽛𮛐 񀀲 񀀫𮛐 񀀳 񀀽𮛐 񀀵⽜񀀨񀀪񀀩と計算

をした中学生に対して，񀀨񀀪񀀩がなぜ誤っているかを
説明する場面から始まる。問題⬛񀀱では，どのように
説明するのかについて記述するが，生徒が近似値や
図，展開公式を用いて説明することを記述例では想
定している。その記述を質的に判断するため，次の
ようなルーブリックを用いて評価を行う。

񀁁
近似値や図や展開公式を利用して，両辺が一
致しないことを説明できている。

񀁂

図や展開公式を用いて両辺が一致しないこと
を説明しているが，񀀲乗した値の不一致や大
小について記載するにとどまっている。

񀁃
両辺が一致しないことを数学的な根拠に基づ
いて説明できていない。

その一方で，生徒に多様な考え方や既習をもとに
説明することを授業において経験させておくことも
必要だろう。課題では，次に，⽛そもそも
𮛐 自然数𠀫𮛐 自然数𠀽𮛐 自然数 という式自体が成り
立つことはないのか？⽜という新たな疑問をもとに，
⽛𮛐 񐁡 񀀫𮛐 񐁢 񀀽𮛐 񐁣 ⽜という等式 񀀨񀀪񀀪񀀩を満たす自然
数 񐁡，񐁢，񐁣の組が存在するのか，また，存在するな
らどのようなときか，という問いについて考えてい
く。そこで，問題⬛񀀲では，自然数 񐁡，񐁢，񐁣の組を具
体的に見つけるとともに，等式を満たす 񐁡，񐁢，񐁣の
組がどのようなときに存在するのかを説明する。そ
の記述を質的に判断するため，次のようなルーブリ
ックを用いて評価を行う。

񀁁

񀁂評価に加えて，平方による等式の変形によ
って，等式 񀀨񀀪񀀪񀀩を満たす 񀀨񐁡，񐁢，񐁣񀀩が存在す
るための条件が，񐁡񀀽񐁢，あるいは 񐁡，񐁢がそ
れぞれ平方数，あるいは 񐁡，񐁢がそれぞれ共
通の因数񐁭をもち 񀀨平方数񀀩񀃗񐁭の形で表さ
れる，であることを導くことができている。

񀁂

等式 񀀨񀀪񀀪񀀩を満たす 񀀨񐁡，񐁢，񐁣񀀩の例として，
񐁡񀀽񐁢 タイプ，あるいは 񐁡，񐁢がそれぞれ平方
数のタイプ，あるいは 񐁡，񐁢がそれぞれ共通
の因数񐁭をもち 񀀨平方数񀀩񀃗񐁭の形で表され
るタイプ，のうち少なくとも 񀀱つを見つける
ことができている。

񀁃
等式 񀀨񀀪񀀪񀀩を満たす 񀀨񐁡，񐁢，񐁣񀀩の例を 񀀱組も見
つけることができていない。

問題⬛񀀲では，生徒が具体的な数について試してみ
ることで，񐁡񀀽񐁢 や，񐁡，񐁢がともに平方数であるこ
となどを発見したり，どのような場合について成り
立っているのかを考察してみることで，解決の糸口
を探ったりすることを想定している。この場合も，
授業中に生徒が具体的な数をもとに考えたり，試行
錯誤したりすることを，活動を通して授業の中で育
てていくことができるかどうかが鍵となる。
さらに，問題⬛񀀳では，生徒が知っている関数を 񀀱

つ考え，その関数について次の 񀁛ア񀁝，񀁛イ񀁝がそれぞ
れ成り立つかどうかを考えていくのであるが，その
成立や不成立について考察する際に，既習と結びつ
けて考えたり，試したりする活動を授業で扱い生徒
を育てていくことがポイントとなる。

񀁛ア񀁝 𰁦 񀀨𰁡𠀫𰁢񀀩𠀽𰁦 񀀨𰁡񀀩𠀫𰁦 񀀨𰁢񀀩

񀁛イ񀁝 𰁦 񀀨𰁡𰁢񀀩𠀽𰁦 񀀨𰁡񀀩𰁦 񀀨𰁢񀀩

ここまで，⽛平方根を通して考える関数の性質⽜に
おける各問題に対するルーブリックはすべて⽛思
考・判断・表現⽜についての評価例となっている。
⽛主体的に学習に取り組む態度⽜の評価については，
⽛振り返り⽜で扱っており，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりする姿を
捉えようとしている。例えば，振り返り 񀀱では，⽛等
式 񀀨񀀪񀀪񀀩を満たす自然数 񐁡，񐁢，񐁣の組が存在する条件
を求める過程で，あなたが重要だと考えた式変形を，
その式変形により得られる結果とともに具体的にま
とめる⽜など，問題⬛񀀲の問題解決のプロセスを振り
返る機会を設けており，そのまとめ方の記述につい
ても具体的に示している。振り返り 񀀱の評価は，問
題⬛񀀲の񀁁評価の説明が生徒全体に共有された上で，
次のようなルーブリックを用いて行う。

񀁁

重要だと考えられる式変形が具体的に記述で
きていて，その結果についても自分なりの言
葉で説明できている。
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񀁂

重要だと考えられる式変形が具体的に記述で
きているが，その結果については説明できて
いない。

񀁃 重要だと考えられる式変形を記述できていない。

そして，生徒が自らの学習を改善していくために
も，説明することや記述することができるようにな
っていく過程にも着目し，その姿を，フィードバッ
クを通して価値付けていくことが重要である。
このように，観点別学習状況の評価を行う際に，

授業を通して育てたい生徒の姿を明確にしておくこ
とや，そのためにどのような活動を授業の中で扱っ
ていくのか，それぞれの単元や単元同士のつながり
の中でどのように位置づけていくのか，などを意識
して設計していくことが大切なのである。
課題の中には，⽛知識・技能⽜の評価のためのルー
ブリックが示されていないものもある。もちろん，
知識・技能についてもできているかどうかだけでな
く，定義などの知識の理解や，技能を用いて解く過
程などを評価していくことも必要である。例えば，
課題例⽛不等式についての考察⽜では，⽛連立不等式
を解きましょう⽜という問題⬛񀀴に対して，次の⑴～
⑷の記述例を示した上で，下のルーブリックを用い
ての評価を行う。
⑴ 񞍸񀀼񀀳 と 񞍸񂉦񂈒񀀱 の共通範囲は 񞍸񂉦񂈒񀀱

⑵ 񞍸񀀼񀀳 と 񞍸񂉧񂈒񀀱 の共通範囲は 񂈒񀀱񂉦񞍸񀀼񀀳

⑶ 񞍸񀀾񀀳 と 񞍸񂉦񂈒񀀱 を同時に成り立たせる 񞍸の
値はないので 解はない

⑷ 񞍸񂉧񂈒񀀱 と 񞍸񂉦񂈒񀀱 を同時に成り立たせる 񞍸

の値は，񞍸񀀽񂈒񀀱 だけなので 񞍸񀀽񂈒񀀱

񀁁

すべて正しい解を求めることができている。
また，⑶，⑷では，解を答えるだけでなく，
⽛連立不等式を解く⽜の定義に基づいて考え
ることができている。

񀁂 すべて正しい解を求めることができている。

񀁃 正しい解を求めることができていない。

また，こうしたルーブリックを自身で作っていく
際に，⽝学習評価課題例集⽞で示されたものがひとつ
のヒントとなっていくことが期待される。例えば，
展開の手続きについての理解を評価したい場合，課
題例⽛展開と因数分解⽜で取り上げられた例を参考
に問題とルーブリックを作成し，実施してもよいだ

ろう。あるいは，数学񀁁の課題例である⽛同じもの
を含む円順列⽜や課題例⽛方程式 񐁡񞍸񀀫񐁢񞍹񀀽񐁣 の整
数解の存在性⽜で扱う問題のように，⽛知識・技能⽜
と⽛思考・判断・表現⽜の両方を含むルーブリック
を用いることもある。目標によってはこうした複数
の観点を組み合わせた評価を行うことも必要だろう。

§3．⽝学習評価課題例集⽞の活用について
基本的な活用法として，先述したような数学的活

動の授業を前提に，次時などに時間をとり，次のよ
うな流れで行うことを想定している。

񀀱 񀀮 生徒が②の⽛問題⽜や③の⽛振り返り⽜を記
述し，教師が回収する。

񀀲 񀀮 教師が②や③についてルーブリックで評価
を行う。

񀀳 񀀮 評価結果とともに生徒に後日返却する。
この中で，񀀲の評価を行う際に，問題解決の前提
となる知識・技能について正誤で判断できる小問を
解かせる場合，必ずしもルーブリックを用いなくて
も習得できているかどうかの判断が容易にできるこ
ともあるが，概念的な理解についての問いに関する
評価では，ルーブリックを用いた方が判断しやすい
場合もある。また，ルーブリックの記述についても，
示されたものは一例であるため，生徒の実態を踏ま
えて，適切な内容に書き直すことも必要である。た
だし，ルーブリックは課題の内容に対応したものと
なるため，場合によっては，目標に照らして，問題
の内容を生徒の実態にあわせたものにするとよい。
また，񀀳の返却に際しては，ルーブリックをもと
に判断した評価を踏まえ，コメントを記したり，採
点したルーブリックを直接返したりすることなどが
考えられる。あるいは，回収したプリントや採点し
たルーブリックはすぐに返却せず，面談の場で共有
し，直接コメントするなど，生徒の実態を考慮した
上で，指導に活用することも可能である。
なお，発展的な活用法については，⽝学習評価課題

例集⽞を参照されたい。
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